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平
成
24
年
度
の
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
本
年
度
も
お
互
い
の
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く
り
で

安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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【
役
員
の
感
想
】

自
治
会
連
合
会
総
務
部
員
に
よ
る

感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
総
務
部
長
（
福
田
支
部
長
） 

川
島 

安
一

宮
古
市
田
老
に
始
ま
っ
て
山
田
町
か

ら
大
槌
町
へ
と
被
災
地
を
歩
い
て
き
ま

し
た
。
現
地
の
迷
惑
を
心
配
し
つ
つ
訪

ね
た
の
で
す
が
、
い
ず
れ
の
地
で
も
感

謝
の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

こ
の
災
害
を
忘
れ
て
欲
し
く
な
い
と
の

思
い
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
日
本
人
の
悪

い
習
性
で
、
喉
元
過
ぎ
れ
ば
す
ぐ
に
熱

さ
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
今
回
ば

か
り
は
、
こ
の
震
災
の
教
訓
を
と
こ
と

ん
活
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

し
て
私
達
が
今
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
、
住
民
の
一
人
一
人
の
防
災
意
識

を
高
め
、
命
を
守
る
防
災
力
の
向
上
へ

と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
す
。

　
田
原
地
区
長
　
元
場 

千
博

視
察
初
日
、
田
老
町
ス
ー
パ
ー
堤
防

に
着
き
、
現
場
を
見
た
時
、
津
波
の
大

き
さ
、
被
害
の
甚
大
さ
を
痛
感
し
、
言

葉
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
田
町
、

大
槌
町
が
被
害
壊
滅
状
態
に
な
り
、
一

年
余
経
過
し
ま
す
が
、
が
れ
き
処
理
、

復
興
の
対
応
の
遅
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

し
か
し
、
住
民
、
行
政
は
復
興
に
一
生

懸
命
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
早
く
安
定
生

活
の
で
き
る
こ
と
を
祈
る
気
持
ち
で
す
。

　
天
竜
地
区
長
　
吉
添 

繁
雄

人
影
も
ま
ば
ら
で
、
家
の
基
礎
し
か

残
っ
て
い
な
い
惨
状
に
唖
然
と
し
ま
し

た
。
ま
る
で
何
百
年
も
前
の
遺
跡
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
で
し
た
。

し
か
し
、
現
実
は
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人
々
が
い
ま
す
。

尊
い
人
や
財
産
、
夢
や
希
望
を
失
く
し
た

人
達
が
、
重
苦
し
い
仮
設
住
宅
の
中
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
復
興
に
は
、
は
か
り
し

れ
な
い
困
難
な
道
の
り
が
あ
り
被
災
地

の
人
々
の
心
情
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
、
町
の
職
員
を
は

じ
め
頑
張
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
こ

と
に
希
望
の
光
を
感
じ
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
被
災
地
を
視
察
し
て

平
成
24
年
度 

役
員
視
察
研
修

被
災
地「
山
田
町・大
槌
町
」視
察

6
月
8
日 

〜 

10
日

静
岡
県
の
重
点
支
援
地
で
あ
る
岩
手
県
山
田
町
、
大
槌
町
を
中
心
に
、
被
災
の
状
況
や
避
難
所

運
営
、
要
援
護
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
け
入
れ
の
対
応
、
ガ
レ
キ
の
状
況
等
に
つ
い
て
実
際
に
見

聞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
防
災
活
動
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
視
察
を
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
山
田
町
観
光
協
会
で
出
さ
れ
て
い
る
物
産
品
の
購
入
や
大
槌
町
で
被
災
者
が
協
力

し
て
営
業
し
て
い
る
復
興
食
堂
で
昼
食
を
と
る
な
ど
、
被
災
地
を
少
し
で
も
元
気
づ
け
ら
れ
る
よ

う
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
視
察
を
通
し
て
、
今
後
、
連
合
会
と
し
て
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の
提
案
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▲沼崎山田町長から
　「津波てんでんこ」の説明

◀（上）碇川大槌町長より復興へ
　の意気込みをいただきました
　（下）被災直後から職務代理者を
　務めた平野大槌総務部長

▲津波によって破壊された田老町の
　スーパー堤防

▲「復興食堂」の皆さん

▲二次仮置場： 破砕・選別施設

◀がれきの放射線量を測定

▲うずたかく積まれたがれきの山
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大
藤
地
区
長
　
鈴
木 

勲

県
道
沿
い
に
町
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
飲
食
で
き
る
場
所
を
と
「
お
ら
が
大

槌
復
興
食
堂
」を
立
ち
上
げ
た
店
長
さ

ん
か
ら
、
父
親
が
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
こ
と
を
聞
く
。
明
る
い
振
る
舞
い

が
余
計
胸
を
打
つ
。「
が
ん
ば
れ
大
槌

町
」い
つ
ま
で
も
支
援
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

御
厨
地
区
長
　
佐
伯 

紀
昭

６
月
９
日
（
土
）一
日
を
か
け
て
山
田

町
、
大
槌
町
の
現
状
を
見
て
、
津
波
の
恐

ろ
し
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
地
震
が

発
生
し
た
ら
、
即
、
高
い
場
所
へ
逃
げ
る

こ
と
を
地
域
の
み
な
さ
ん
に
伝
え
、
防

災
訓
練
に
は
全
員
参
加
す
る
よ
う
に
再

度
呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

福
田
西
地
区
長
　
小
杉 

一
幸

壊
れ
た
堤
防
、
土
台
だ
け
が
残
る
町

並
み
、
高
く
積
み
あ
が
っ
た
が
れ
き
の

山
々
、
時
を
止
め
た
時
計
、
色
々
な
辛

さ
を
胸
に
頑
張
っ
て
い
る
人
達
に
触

れ
、
今
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
、
未

来
の
た
め
に
す
べ
き
こ
と
を
考
え
さ
せ

ら
れ
る
視
察
で
し
た
。

　

竜
洋
西
地
区
長
　
府
川 

光
利

田
老
町
ス
ー
パ
ー
堤
防
の
上
、
大
き

な
声
を
出
し
合
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
、

通
り
過
ぎ
る
女
子
中
学
生
の
ス
ポ
ー
ツ

グ
ル
ー
プ
を
見
て
子
供
た
ち
の
力
強
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

「
津
波
て
ん
で
ん
こ
」　

大
声
出
し
て

逃
げ
ろ
！　

推
進
必
要
。

津
波
緊
急
避
難
が
迅
速
確
実
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
海
岸
近
く
か
ら
海
上

を
観
察
で
き
る
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
（
遠
隔
監
視
）の
早
期
設

置
が
待
た
れ
る
。

大
槌
町
平
野
総
務
部
長
「
津
波
来
襲

に
暫
く
判
断
が
で
き
な
か
っ
た
。」

　

富
岡
西
地
区
長
　
島
岡 

信
生

甚
大
な
被
害
を
目
の
あ
た
り
に
し
た

私
た
ち
は
、
現
地
の
皆
さ
ん
の
悲
し
さ

を
抑
え
た
精
一
杯
の
説
明
に
、
こ
み
上

げ
る
涙
を
こ
ら
え
聞
く
自
分
の
胸
は
痛

み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
後
も
我
々
が
忘
れ
ず
支

援
し
続
け
る
こ
と
、
対
岸
の
火
事
と
せ

ず
、
こ
の
教
訓
を
我
が
『
ま
ち
』に
い

か
に
活
か
す
か
が
、
視
察
の
意
義
と
心

得
る
。

現
地
を
離
れ
る
時
の
海
は
何
事
も
な

か
っ
た
よ
う
に
美
し
く
穏
や
か
に
凪
い

で
い
た
。

▲住居は津波に流され、家の基礎しか残っていない

▲グニャグニャに曲がった
手すり。現在も随所に見ら
れる震災・津波の傷跡

▲津波被災時刻を指した
　大槌町役場の大時計

▲堤防の上を走る中学生

▲被災した大槌町役場前で献花。残った建物
　が被害の大きさを伝えています

◀お世話になった訪問先
に磐田のお茶を進呈

（上）沼崎山田町長へ
（下）碇川大槌町長へ

山田町物産品の注文書を町
長に渡しました。
物産品の購入を支援の一助
としました ▼
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費　　目 予算額（円） 収入額（円） 説　　　　明

会　　　 費 1,680,000 1,680,000 単位304自治会、連合会専任役員32名より会費5,000円ずついただいております。

交　 付　 金 9,000,000 9,015,700 市8,000千円日赤社費交付金1,015千円

負　 担　 金 660,000 390,000 役員視察研修等の参加者負担金です。

前年度繰越金 1,145,287 1,145,287

雑　 収　 入 713 337 預金利息等

合　　　 計 12,486,000 12,231,324

費　　目 予算額（円） 支出額（円） 説　　　　明

会　 議　 費 461,000 348,305 総会、三役会（年間14回）、理事会（年間10回）、各会議資料作成費等

事　 務　 費 2,875,000 2,614,245 役員手当、出張旅費、事務用品、傷害保険料、インターネット経費等

助 成 費 5,410,000 5,410,000

支部活動を支援し、地区活動の促進を図る
ため各支部に助成金を交付しています。
　基本額：1自治会あたり10,000円
　加算額：地区活動加算額として、
　　　　　１自治会あたり5,000円
また、地区安全会議の防犯活動を支援す
るため助成金を交付しています。
　1団体50,000円×17団体

視察研修費 1,020,000 911,958
環境負荷軽減取組企業や地域における先
進的な防犯活動、地域ボランティア団体に
おける助け合い活動について視察しました。

事業部活動費 2,420,000 2,068,134

広報紙印刷代、
自治会長コミュニティハンドブック印刷費
防犯・環境美化啓発ポスターコンクール実施経費
防犯パトロール用品購入費　等

負　 担　 金 200,000 156,500 県自治会連合会負担金　等

予　 備　 費 100,000 　　0

合　　　計 12,486,000 11,509,142

平
成　

年
度 

事
業
・
収
支
報
告

23

平
成　

年
度 

事
業
計
画
・
収
支
予
算

24

 収　入

費　　目 予算額（円）

会 　 　 費 1,690,000

交　 付　 金 10,600,000

負　 担　 金 1,230,000

前 年 度 繰 越 金 722,182

雑　 収　 入 818

合 　 　 計 14,243,000

 収　入
費　　目 予算額（円）

会　 議　 費 458,000

事　 務　 費 2,745,000

助 成 費 5,750,000

視 察 研 修 費 2,700,000

事 業 部 活 動 費 2,290,000

負　 担　 金 200,000

予　 備　 費 100,000

合 　 　 計 14,243,000

 支　出

＜平成23年度 収支報告＞

＜平成24年度 予算＞

 支　出

平
成
24
年
度
総
会
　
〜 

平
成
24
年
4
月
7
日
開
催 

〜

【
24
年
度
事
業
・
計
画
】

「
安
全
・
安
心
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
」を
基
本
方

針
に
、
次
の
８
項
目
に
取
り
組
み
ま
す
。

１ 

市
政
へ
の
関
心
を
深
め
、

　

 

市
民
の
声
を
市
政
へ
反
映
さ
せ
る

２ 

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

３ 

地
区
自
治
会
活
動
の
推
進

４ 

多
文
化
共
生
社
会
の
推
進

５ 

環
境
美
化
の
推
進

６ 

広
報
活
動

７ 

役
員
及
び
会
員
の
資
質
向
上

８ 

関
連
協
力
事
業

【
専
門
部
主
要
事
業
】

〈
総
務
部
〉

●
連
合
会
だ
よ
り
の
発
行

●
自
治
会
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
活
用

●
自
治
会
加
入
促
進

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

〈
環
境
部
〉

●
環
境
美
化
統
一
行
動

●
環
境
美
化
ポ
ス
タ
ー

　

コ
ン
ク
ー
ル

●
環
境
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

●
環
境
施
設
等
の
視
察
研
修

〈
住
民
安
全
部
〉

●
地
区
安
全
会
議
へ
の
助
成
と

　

地
区
相
互
の
情
報
交
換
会
開
催

●
防
犯
委
員
研
修
会
の
開
催

●
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施

●
防
犯
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

23
年
度
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
平
成
23

年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

被
災
さ
れ
た
方
々
と
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興

を
願
っ
て
、
4
月
か
ら
5
月
に
か
け
て
義
援
金
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

6
月
に
は
市
に
要
望
し
て
い
た
地
区
活
動
拠
点

が
竜
洋
地
区
と
豊
田
地
区
に
開
設
さ
れ
、
同
年
1
月

に
開
設
し
た
福
田
地
区
を
含
め
、
3
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

8
月
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
推
進
大
会
の
中
で
、
当

連
合
会
が
、
防
犯
活
動
に
お
け
る
現
役
世
代
の
参
加

促
進
を
図
る
環
境
づ
く
り
支
援
団
体
と
し
て
、
県
警

本
部
よ
り
指
定
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
支

援
品
と
し
て
L
E
D
懐
中
電
灯
を
い
た
だ
き
、
各

地
区
の
防
犯
活
動
に
活
用
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
の
家
庭
内
の
家
具
固
定
を
行
き
渡
ら

せ
る
た
め
、
各
自
治
会
を
通
じ
て
、
家
庭
内
の
防
災

対
策
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。
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